
QRコード

QRコード

地域活動・ボランティア・イベント情報等、事業の紹
介・案内を掲示しています。

御意見・御要望等ありましたら、高原町社会福祉協議
会までお問い合わせください。

社会福祉法人

高原町社会福祉協議会

高原町社協公式

ホームページ

http://www.takaharu-shakyo.jp/

 

公式ホームページ並びにFacebookを開設しています。

発  行　社会福祉法人　高原町社会福祉協議会
〒889-4412   高原町大字西麓360番地1
TEL ４２-２２３０　 FAX ４２-４９７４

E-mail　takaharu_shakyo@takaharu-shakyo.jp

第81号 令和５年２月15日発行

　令和４年10月19日（水）に第21回さんさんクラブ宮崎スポーツ大会が開催されました。
　新型コロナ感染により、多くのイベントが中止、規模縮小等の対応が続きましたが、秋晴
れのもと久しぶりに開催されたスポーツ大会で、選手もさわやかな汗を流していました。
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あなたの地域の

　民生委員・児童委員です。
皆さんの

〝ありがとう〟
が励みに
なります。

花堂 ･小塚区
さん宮田　信子

民生委員は
「灯台」力まず
やれることを
頑張ります。

蒲牟田区
さん鴨　町子

２期目ですが
力まずに

がんばります。

蒲牟田区
さん飯田　千代子

地域の為に
がんばります。

中平区
さん久保田　綾子

皆様のお役に
立てる様、笑
顔で頑張りた
いと思います。

北狭野区
さん日髙　三千代

今期も協力
し合って
頑張ります。

上後川内区
さん永友　たつ子

新人ですが
宜しくお願い
いたします。

南狭野区
さん鴨　昭教

仲良く楽しく
皆さんのため
に活動してい
きたいです。

上 ･下後川内区
さん脇田　順子

皆様と一緒に
頑張って行きま
すのでよろしく
お願いします。

上広原区
さん田爪　美保子

障がい者支援
がモットー
です！

祓川区
さん木田　信吉

仕事と両立し
ながら皆様と自
分の為に３期目
頑張ります。

下後川内区
さん山下　登代子

少しでも皆さん
の力になれる
様頑張ります。

下広原区
さん末永　千代子

自分にできる
ことを精一杯。

湯之元区
さん真方　和子

お気楽に
ご相談
ください。

西広原区
さん南郷　勇次

ひとりぼっちを
つくらない !!

下広原区
さん髙原　絹代

地域住民である皆さんと同じ立場にたって相談 にのり、身近な相談相手として、支援を必要と

する住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を 務めます。子どもから高齢者、障がい者まで誰

もが住み慣れた高原町で安心して暮らせる地 域づくりのために、様々な活動をしています。

見
守
る

支
え
る

つ
な
ぐ

こんな活動を

しています
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あなたの地域の

　民生委員・児童委員です。
宜しくお願い
します。

鹿児山・川平区
さん丸山　憲章

宜しくお願い
しまーす !!

並木区
さん竹之内　政秀

頑張りますので
よろしくお願い
いたします。

並木区
さん有村　辰夫

みんなの笑顔
が見たい !!

花堂・常盤台区
さん織田　龍治

笑顔を忘れず
頑張ります !

主任児童委員
さん樋口　和夫

2 期目は
挽回します !!

主任児童委員
さん村田　經典

新任 12人
再任 17人

皆さんが笑顔
になれるよう頑
張ります。

下麓区
さん尾上　茂子

ワッハッ
ハーッ!!で明る
く元気に頑張り

ます。

下麓区
さん岡元　有子

地域の為に
頑張ります。

出口区
さん芝田　啓介

今期もよろしく
お願いします。

出口区
さん中嶋　みよ子

たくさんの出会
いをいただき元
気がでます。

鹿児山区
さん小久保　順子

地域の皆さん
の相談相手に
なります。

上麓区
さん大迫　典子

明るく笑顔で
頑張ります。

上麓区
さん塚田　久美子

自分にできる
ことを少しずつ
やって
いきます。

下麓区
さん川野　典子

地域住民である皆さんと同じ立場にたって相談 にのり、身近な相談相手として、支援を必要と

する住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を 務めます。子どもから高齢者、障がい者まで誰

もが住み慣れた高原町で安心して暮らせる地 域づくりのために、様々な活動をしています。

一人暮らしの高齢者や子育て世帯
などを訪問活動により見守り、福
祉の援助が必要な人を把握します。

悩みや心配ごとを抱えている地域
住民に寄り添い、親身になって相
談にのります。

援助が必要な人と行政や専門機関
をつなぐ「パイプ役」のほか、社
会福祉に関する情報提供を行い、
問題解決のお手伝いをします。
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　　高原町赤十字奉仕団
結成60周年記念の贈り物目録贈呈

高原町赤十字奉仕団「赤十字バザー」

　令和 4 年 8 月 24 日（水）、高原町赤十字奉仕団（寺師勝子委員長他 6 名）が町長を表
敬訪問しました。
　今回の訪問は高原町赤十字奉仕団が、昭和 37 年に結成されてから今年で 60 周年を迎
えたことを記念して、生理用品を町内の小中学校に 12,000 個、高原町の防災備蓄に 3,000
個を贈呈しました。

　令和 4 年 10 月 23 日（日）に開催された「日本発祥地まつり」において「赤十字バザー」
を実施いたしました。
　当日は天候もよく、多くの方々に来店いただき、準備した商品を全て完売することができました。
　バザーの売り上げは、災害時備品等を購入し、日本赤十字社宮崎県支部高原町分区へ寄
付させていただきます。
　本当にありがとうございました。
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九州八県赤十字大会

高原町戦没者合同慰霊祭

　高原町戦没者合同慰霊祭が令和 4 年 11 月 5 日（土）に神武ホールにて挙行されました。
「戦没者を追悼し、平和を祈念する日」として、ご遺族の方々はじめ、関係者を含めた総
勢 66 名が参列されました。新型コロナウイルス拡大防止のため規模縮小での挙行となり
ましたが、戦争の悲惨さや命の尊さをあらためて実感する 1 日となりました。

　令和 4 年 11 月 22 日（火）赤十字事業の推進に貢献した個人や団体を表彰する九州八
県赤十字大会が宮崎市のシーガイアコンベンションセンターで開催されました。本県開催
は 9 年ぶりで九州・沖縄各県の関係者ら約 600 人が出席され、有功章や感謝状が 198 組
に授与されました。本町からは寺師勝子さん（上麓区）が銀色有功章を受章されました。
おめでとうございます !
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公立保育所

運動会
8 月と 9 月に公立保育所 （狭野・広原・後川内）にて運動会が実施されました。
まだまだ暑い中での運動会でしたが、子どもたちは元気いっぱいに競技を行いました。
その一生懸命な姿に会場の皆さんも笑顔になり温かい空気に包まれた運動会となりました。

令和4年8月27日
狭野保育所運動会

令和4年9月3日
広原保育所運動会

令和4年9月3日
後川内保育所運動会
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公立保育所

生活発表会
11 月に公立保育所 （狭野・ 広原・ 後川内）にて生活発表会が実施されました。
ご家族の皆さんが観ているなか、堂 と々舞台に立ち、練習の成果を披露していた子どもたち。 
3 保育所とも笑顔あふれる楽しい生活発表会となりました。

令和4年11月12日
狭野保育所
生活発表会

令和4年11月26日
広原保育所
生活発表会

令和4年11月26日
後川内保育所
生活発表会
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　令和 4 年 10 月 23 日（日）に忠霊塔の清掃活動を実施しました。
　清掃は毎年慰霊祭前に実施しており、隊友会、自衛隊家族会の方々の協力のもと草刈りや、
剪定などの環境整備を行い多くの戦死者への追悼の意を表し、慰霊祭を迎えることができまし
た。

　令和 4 年 12 月 8 日（木）、高原町立広原小学校 4・5 年生の皆さんと福祉体験学習を行
いました。
　高齢者の体の不自由さを疑似体験することで、高齢者のことを理解し、自分たちにどのよう
なお手伝いができるかなど、活発な意見発表をいただきました。

高原町遺族協助会 忠霊塔清掃

福祉体験学習を広原小学校で行いました
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　令和 4 年 10 月 23 日（日）日本発祥地まつりが開催され、老人クラブからは竹細工教室・
家庭教室の出店をしました。竹トンボの作り方や小刀の使い方など今後も、若い世代への技術
の伝承や世代間交流を実施していく予定です。
　また、老人クラブへの加入も随時募集しています。会員相互の親睦を図り、生きがいや健康
づくりを目的に活動していきますので、よろしくお願いします。

日本発祥地まつり
じいちゃんばあちゃんと楽しむ教室
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　令和 4 年 12 月 7 日（水）、災害ボランティアセンターサポーター研修を 3 年ぶりに開催い
たしました。
　この研修は、平成 23 年 1 月 26 日に発生した新燃岳噴火災害を風化させず、災害時に強
い地元力を発揮するため、運営訓練を行うとともに、災害ボランティアセンターのお手伝いを
いただくボランティアサポーターを養成するものです。

受付
　被災された方々、災害ボランティアで来られた方々双方の受付を行います。

ニーズ調査
　被災された方々から、何に困っていて、何をしてほしいのか聞き取りをします。
　ここで聞き取りしたことを解決に結びつけます。

保険加入受付
　災害ボランティアの活動では保険加入が必須となります。
　皆さんも他の自治体で活動される場合は気を付けてください。

災害ボランティアセンターサポーター研修
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　高原町内で発生している「農機具窃盗」「詐欺」「悪質商法」の被害に遭わないために、各
地区茶飲み場で防犯教室を開催しています。
　これまでに「上広原区」「上後川内区」「下後川内区」「鹿児山区」「蒲牟田区」で開催され
ました。
　「被害に遭わないために日頃から気を付けること！」
　「騙されないための気づきポイント！」
　などを事例を交えながらお話させていただいています。
　この教室の開催にあたっては、小林警察署高原駐在所の鍋島様に御協力いただいております。

　令和 5 年 1 月 18 日（水）、ほほえみ館にて町主催のｅスポーツ体験会が開催されました。
　これは、町が推進しているスマートウエルネスシティ構想の活動の一環として実施されたもの
です。
　ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉える「ｅスポーツ」は、世界中でさまざま
な大会が開かれるなど注目を浴びています。
　この気軽にできる「ｅスポーツ」は地域コミュニティの希薄化や社会からの孤立を防止するこ
とや高齢者の生きがいづくり、認知症予防などに効果があると期待されています。
　今回は体験ということで、事前に指導を受けて戸惑いながらのゲームスタートでしたが、次
第に要領もわかり、終盤は熱のこもった対戦となり、楽しい体験会となりました。

茶飲み場防犯教室

eスポーツ
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令和3年度　共同募金実績報告
　令和 3 年 10 月 1 日から 12 月 31 日に実施した募金運動では、多くの皆様から御協力
をいただき、ありがとうございました。
　皆様の募金は、町内の福祉活動等に活用させていただきます。

令和3年度　赤い羽根共同募金実績額
方法別募金 戸数・件数 金額（円） 備　　　考

戸 別 募 金 2,936 戸 1,761,600 600 円 / 世帯
法 人 募 金 66 件 251,507
学 校 募 金 0 校 0
イ ベ ン ト 募 金 0 件 0
個 人 募 金 5 件 43,288
そ の 他 3 件 57,004 預金利息・期間外募金・募金箱
　 合 　 　 計 　 3,010 件 2,113,399

※ 　県域助成金として宮崎県共同募金会が約 2 割、市町村域助成金として高原町共同募金
委員会が約 8 割の配分率となっています。

　高原町共同募金委員会助成金 1,753,660 円は、下記のとおり令和 4 年度中に交付します。

令和4年度赤い羽根共同募金交付予定額
　　1　高齢者を対象とした事業 230,000 円
　　2　障がい児・者を対象とした事業 130,000 円
　　3　児童・青少年を対象とした事業 366,000 円
　　4　住民全般を対象とした事業　 1,027,660 円 　　　合計 1,753,660 円

令和3年度　歳末たすけあい募金実績額
　歳末たすけあい募金は、町内に住まわれている高齢者や身体の不自由な方へのお見舞い
等に活用させていただきました。

方法別募金 戸数・件数 金額（円） 備　　考
戸 別 募 金 2,963 戸 592,600 200 円 / 世帯
法 人 募 金 0 件 0
学 校 募 金 2 校 25,398 高原小・後川内小
職 域 募 金 2 件 39,680 高原町役場・高原町社会福祉協議会
個 人 募 金 2 件 6,000
その他（利子含む） 2 件 80,900 募金箱・期間外募金
　 合 　 　 計 　 2,971 件 744,578
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令和3年度　歳末たすけあい募金等配分額
　民生委員児童委員が各家庭を訪問して、高原町内の在宅要援護者や施設入所者に対し、
現金やＮＨＫ歳末たすけあい助成物品（防水シーツ）を配布しました。

●在宅要援護者
　1　一人暮らし高齢者　 174 名
　2　生活困窮者　　　　 3 名
　3　寝たきり高齢者　　　　　 9 名
　4　重度身体障害者 39 名
　5　長期在宅療養者　　　 6 名
 　　 計　231 名
  配分金額　496,000 円
  　　

●施設入所者
　1　養護老人ホーム峰寿園 37 名
　2　特別養護老人ホーム　ミューズの虹高原　 26 名
　3　有料老人ホーム　ミューズの朝高原 23 名
　4　有料老人ホーム　ミューズの朝高原２番館 11 名
　5　グループホーム　ミューズの空高原 27 名
　6　障害者支援施設　あさひの里 4 名
　7　グループホーム夢の村 15 名
　8　グループホーム皇子原 18 名
　9　特別養護老人ホームはるかぜ 29 名
 10　児童養護施設神武の家 19 名
 　　 計　209 名
  配分金額　228,000 円
  　　

区　　　　分 対象人数 配分額 ( 実績額）
在 宅 要 援 護 者 231 名 496,000 円
施 設 入 所 者 209 名 228,000 円
事 務 費 20,578 円
　 合 　 　 　 　 計 　 744,578 円
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成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
人
にん
制
せい
度
ど

日常生活自立支援事業（あんしんサポート）のご案内

御存じ
ですか？

　にしもろ地区では、「にしもろ地区権利擁護推進センターつなご」とともに、高齢者や認知症、
障がいのある方 と々そのご家族を対象に、「支援を必要とされる方」と「制度」をつなぐ活動を行い、

「すべての人が自分らしく生き生きと暮らすにしもろ」を目指しています。

　福祉サービスの利用や日常的な金銭管理などに不安がある方々（認知症高齢者・知的、精
神障がい者等）が住み慣れた地域で安心して暮らせるようお手伝いします。利用条件はありま
すが、まずはご相談ください。

　認知症や知的障がい・精神障害などにより、ご本人が判断できないことがらについて、家庭
裁判所を通して選ばれた後見人が、ご本人の代わりに、契約行為や財産管理などを行い、本
人の権利を守るという制度です。

みなさん　こんなことでお困りではありませんか？

こんなお悩みには、成年後見人制度の活用をおすすめします。

成年後見人制度に関するお問い合わせ先

中核機関にしもろ地区権利擁護センターつなご
TEL 27-3358　FAX 27-3127

社会福祉法人　高原町社会福祉協議会　TEL 42-2230

例１〉 認知症の母の通帳
から、現金を引き出そうと
したら銀行から、成年後
見制度の利用をすすめら
れたけどどうすれば？

例１〉 通帳や印鑑など、
大切な書類をどこに置い
たか忘れてしまう…。

例２〉 今は元 気だけど、
自分が認知症になってし
まったことを考えると将来
の手続きやお金の管理が
不安なんだけど…

例２〉銀行に行って生活費
の引き出しや月々の支払
いがきちんとできているか
一人では自信がない…。
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